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		　段　階

		概　要

		補　足

		写　真



		住民交流会

６月お茶会

８月納涼会

広報板設置

８月～サロン



		・有志の会による案内

「子供たちの笑顔、楽しい。」

・イベント後の反省会

・情報共有（活動の報告、交流会の案内、結果のお知らせ）

・一般換地への声掛け

		学生、外部団体による支援

＝イベントの質の向上

「自信と喜び」⇒次も頑張ろう

市が案内を作成し、住民が声掛け

会議は常にオープン

情報を共有し協力者を広く募集

		



		閖上中央集会所

９月お披露目会

10～３月集会所の試験運用





		・集会所開館お披露目会

「住民や地元高校生による演奏、ボランティアによる演舞」

「住民と支援者200人が交流」

・集会所を有志の会で管理

		尚絅学院大学、尼崎西高校、どっと．なとりが協力

「笑顔」と「感謝」が大切

活動拠点の確保

３月までの光熱水費を市が負担

＝自治会設立の準備期間

		



		住民主体の交流会

11月アンケート

　　懇親会

12月集合住宅入居開始、クリスマス会

31年１月新年会

		・住民活動のアンケート

・日中参加できない人のための懇親会（自己負担で酒有）

「アンケート結果の共有」

・新年会「昼の部、夜の部」

・集合住宅への声掛け

		町内会設立の必要性を共有

～住民融和が進み、町内会設立の機運が高まる～

さまざまな住民への配慮（異なった時間帯で開催）

住民による積極的なお誘い
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		　段　階

		概　要

		補　足

		写　真



		自治会設立研修会

31年２月

自治会設立準備会

31年２～３月

設立総会

３月

		・研修会１回　52名

・準備会４回　世話役28名

（防集14、戸建７、換地６、

集合１）

・150世帯中64人が参加、72人が委任（90％）

		スライドで活動を総括、コミュニティ補助の説明、世話役を選任

資料は市が作成、準備会は毎週

皆が顔見知りなので、どんどん決まっていく。



		



		閖上中央町内会

４月～









		・住民交流会

・サロン

・地域清掃

・自主防災組織設立、防災訓練

・市との情報交換、市への提案

		宮城県地域コミュニティ再生支援事業補助金の活用

ボランティア、外部団体との交流が続く。

毎月の班長会議（約30人）で情報を共有し活動

		



		閖上地区

まちびらき

令和元年５月26日



		実行委員会　30年８月～10回

８会場同時開催、２万人が参加

閖上中央町内会は集会所で交流。どっと．なとりと尚絅学院大学はスタンプラリー

笑顔、感謝

		民産学官の連携（26組織）

住民、企業、ＮＰＯ、大学・高校、商工会、農協、国交省、名取市

さまざまなアイデアがでる。

参加者が顔見知りになり、相談できる。必要に応じて集まれる。
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